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創
業
以
来
、「
日
本
の
お
酒
を
樽
で
美
味
し
く
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
職
人
の
手
技
が
生
き
る
洋
樽
を
製

造
・
販
売
し
て
い
る
。
大
手
ウ
イ
ス
キ
ー
会
社
の
生

産
ラ
イ
ン
に
属
さ
な
い
国
内
唯
一
の
独
立
系
メ
ー

カ
ー
と
し
て
の
強
み
を
生
か
し
、
お
客
様
の
細
か
な

ニ
ー
ズ
を
取
り
入
れ
た
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
樽
づ
く
り

に
取
り
組
む
な
ど
、
国
内
の
中
小
蔵
元
か
ら
大
き
な

支
持
を
得
て
い
る
。

　
今
回
の
プ
ラ
ン
で
は
、
市
場
に
出
回
っ
て
い
な
い

洋
樽
で
熟
成
さ
れ
た
焼
酎
の
商
品
企
画
・
販
売
事
業

が
認
定
さ
れ
た
。
今
、
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ウ
イ
ス
キ
ー

へ
の
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
熟
成

さ
れ
た
年
代
も
の
の
酒
が
市
場
で
不
足
し
て
い
る
の

が
現
状
だ
。
そ
こ
で
同
社
は
、
酒
税
法
の
規
制※

で

出
荷
で
き
ず
、
焼
酎
メ
ー
カ
ー
の
樽
で
10
年
以
上
眠
っ

て
い
る
秘
蔵
の
焼
酎
に
注
目
し
た
。
樽
づ
く
り
で
培
っ

た
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ベ
ー
ス
に
、
経
験
豊
富
な

ブ
レ
ン
ダ
ー
が
蔵
元
で
眠
る
焼
酎
を
再
加
工
し
、
リ

キ
ュ
ー
ル
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
で
、
規
制
の
問
題

を
解
決
。
樽
熟
成
な
ら
で
は
の
深
み
の
あ
る
味
わ
い
、

香
り
、
色
合
い
を
そ
の
ま
ま
に
、
こ
れ
ま
で
の
ウ
イ

ス
キ
ー
で
も
焼
酎
で
も
な
い
新
た
な
酒
の
ジ
ャ
ン
ル

を
切
り
拓
く
。

　
焼
酎
メ
ー
カ
ー
が
長
年
抱
え
て
い
た
悩
み
を
解
決

す
る
と
と
も
に
、
年
代
も
の
の
熟
成
酒
を
渇
望
す
る

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
で
、
ウ

イ
ス
キ
ー
愛
好
家
は
も
ち
ろ
ん
、
口
の
肥
え
た
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
客
な
ど
の
関
心
を
引
き
寄
せ
、
新
た
な
需

要
の
掘
り
起
こ
し
に
つ
な
げ
て
い
く
。
同
社
が
提
供

す
る
熟
成
焼
酎
が
普
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
樽
酒

文
化
の
継
承
と
魅
力
の
発
信
、
そ
し
て
ジ
ャ
パ
ニ
ー

ズ
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ
の
価
値
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

アルコール飲料市場は縮小傾向にあるが、高付加価値商品の需要は安定している。一方で、多種多様な商
品がすでに存在し、差別化した商品作りが難しくなっている中、洋樽製造業者ならではの知見を生かすこ
とで、これまでにない新分野の商品を開発できたことが評価できる。

龍谷大学 名誉教授
佐藤 研司

小田原 伸行
京都市伏見区東菱屋町428-2
075-602-2233
http://www.ariakesangyo.co.jp/
洋樽製造販売（業務用樽、家庭用熟成ミニ樽）

代 表 者
所 在 地
T E L
U R L
事業内容

日本で唯一の独立系樽屋が商品企画する
洋樽熟成酒の販売事業

※

酒
税
法
の
規
制…

熟
成
す
る
こ
と
で
一
定
以
上
の
色
味
が
つ
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　焼
酎
の
販
売
を
規
制
し
て
い
る

認定プランを決定
コンテストコンテストコンテスト
恵ビジネス知 プラン恵ビジネス知 プラン恵ビジネス知 プラン第

8
回

　
本
所
で
は
、
京
都
の
ま
ち
の
特
性
や
企
業
独
自

の
強
み
・
知
恵
を
活
用
し
て
、
新
た
な
付
加
価
値

や
市
場
を
創
造
す
る
「
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
」
を
推
進

し
て
い
ま
す
。「
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
」
で
は
、
そ
う
し
た
独
創
性
あ
ふ
れ
る
事
業

プ
ラ
ン
の
中
か
ら
、
顧
客
創
造
を
図
り
、
企
業
価

値
を
高
め
る
も
の
を
「
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
」

と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。

　
８
回
目
と
な
る
今
回
は
７６
件
の
応
募
が
あ
り
、

独
自
性
や
イ
ン
パ
ク
ト
、
実
現
性
な
ど
の
観
点
で

書
面
審
査
、
実
地
調
査
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
審
査
を
重

ね
、
き
ら
り
と
光
る
６
件
を
認
定
し
ま
し
た
。
認

定
を
受
け
た
企
業
に
は
、
本
所
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
力
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
を
生
か
し
て
、
経
営
戦

略
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
広
報
・
プ
ロ
モ
ー
ト
、

交
流
・
マ
ッ
チ
ン
グ
、
資
金
調
達
・
補
助
金
申
請

な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
を

継
続
的
に
行
い
、
プ
ラ
ン
の
実
現
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
今
回
認
定
さ
れ
た
プ
ラ
ン
に
つ
い

て
そ
の
知
恵
の
使
い
ど
こ
ろ
や
生
か
し
方
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

「
新
た
な
付
加
価
値
や
、

　顧
客
を
創
造
す
る
」

　
　プ
ラ
ン
を
集
中
支
援

有明産業 伊と幸 クレバー

半兵衛麸 フラットエージェンシー

クレバー

丸二

知恵ビジネスに関するお問合せ

深い味わいと香りが魅力の樽熟成酒

2017.3・4 04
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創
業
以
来
、「
日
本
の
お
酒
を
樽
で
美
味
し
く
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
職
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の
手
技
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売
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キ
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独
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取
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オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
樽
づ
く
り

に
取
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む
な
ど
、
国
内
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中
小
蔵
元
か
ら
大
き
な

支
持
を
得
て
い
る
。

　
今
回
の
プ
ラ
ン
で
は
、
市
場
に
出
回
っ
て
い
な
い

洋
樽
で
熟
成
さ
れ
た
焼
酎
の
商
品
企
画
・
販
売
事
業

が
認
定
さ
れ
た
。
今
、
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ウ
イ
ス
キ
ー

へ
の
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
熟
成

さ
れ
た
年
代
も
の
の
酒
が
市
場
で
不
足
し
て
い
る
の

が
現
状
だ
。
そ
こ
で
同
社
は
、
酒
税
法
の
規
制※

で

出
荷
で
き
ず
、
焼
酎
メ
ー
カ
ー
の
樽
で
10
年
以
上
眠
っ

て
い
る
秘
蔵
の
焼
酎
に
注
目
し
た
。
樽
づ
く
り
で
培
っ

た
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ベ
ー
ス
に
、
経
験
豊
富
な

ブ
レ
ン
ダ
ー
が
蔵
元
で
眠
る
焼
酎
を
再
加
工
し
、
リ

キ
ュ
ー
ル
と
し
て
提
供
す
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こ
と
で
、
規
制
の
問
題

を
解
決
。
樽
熟
成
な
ら
で
は
の
深
み
の
あ
る
味
わ
い
、

香
り
、
色
合
い
を
そ
の
ま
ま
に
、
こ
れ
ま
で
の
ウ
イ

ス
キ
ー
で
も
焼
酎
で
も
な
い
新
た
な
酒
の
ジ
ャ
ン
ル

を
切
り
拓
く
。

　
焼
酎
メ
ー
カ
ー
が
長
年
抱
え
て
い
た
悩
み
を
解
決

す
る
と
と
も
に
、
年
代
も
の
の
熟
成
酒
を
渇
望
す
る

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
で
、
ウ

イ
ス
キ
ー
愛
好
家
は
も
ち
ろ
ん
、
口
の
肥
え
た
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
客
な
ど
の
関
心
を
引
き
寄
せ
、
新
た
な
需

要
の
掘
り
起
こ
し
に
つ
な
げ
て
い
く
。
同
社
が
提
供

す
る
熟
成
焼
酎
が
普
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
樽
酒

文
化
の
継
承
と
魅
力
の
発
信
、
そ
し
て
ジ
ャ
パ
ニ
ー

ズ
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ
の
価
値
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

アルコール飲料市場は縮小傾向にあるが、高付加価値商品の需要は安定している。一方で、多種多様な商
品がすでに存在し、差別化した商品作りが難しくなっている中、洋樽製造業者ならではの知見を生かすこ
とで、これまでにない新分野の商品を開発できたことが評価できる。
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代 表 者
所 在 地
T E L
U R L
事業内容

日本で唯一の独立系樽屋が商品企画する
洋樽熟成酒の販売事業

※

酒
税
法
の
規
制…
熟
成
す
る
こ
と
で
一
定
以
上
の
色
味
が
つ
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　焼
酎
の
販
売
を
規
制
し
て
い
る

認定プランを決定
コンテストコンテストコンテスト
恵ビジネス知 プラン恵ビジネス知 プラン恵ビジネス知 プラン第

8
回

　
本
所
で
は
、
京
都
の
ま
ち
の
特
性
や
企
業
独
自

の
強
み
・
知
恵
を
活
用
し
て
、
新
た
な
付
加
価
値

や
市
場
を
創
造
す
る
「
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
」
を
推
進

し
て
い
ま
す
。「
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
」
で
は
、
そ
う
し
た
独
創
性
あ
ふ
れ
る
事
業

プ
ラ
ン
の
中
か
ら
、
顧
客
創
造
を
図
り
、
企
業
価

値
を
高
め
る
も
の
を
「
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
」

と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。

　
８
回
目
と
な
る
今
回
は
７６
件
の
応
募
が
あ
り
、

独
自
性
や
イ
ン
パ
ク
ト
、
実
現
性
な
ど
の
観
点
で

書
面
審
査
、
実
地
調
査
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
審
査
を
重

ね
、
き
ら
り
と
光
る
６
件
を
認
定
し
ま
し
た
。
認

定
を
受
け
た
企
業
に
は
、
本
所
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
力
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
を
生
か
し
て
、
経
営
戦

略
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
広
報
・
プ
ロ
モ
ー
ト
、

交
流
・
マ
ッ
チ
ン
グ
、
資
金
調
達
・
補
助
金
申
請

な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
を

継
続
的
に
行
い
、
プ
ラ
ン
の
実
現
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
今
回
認
定
さ
れ
た
プ
ラ
ン
に
つ
い

て
そ
の
知
恵
の
使
い
ど
こ
ろ
や
生
か
し
方
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

「
新
た
な
付
加
価
値
や
、

　顧
客
を
創
造
す
る
」

　
　プ
ラ
ン
を
集
中
支
援

有明産業 伊と幸 クレバー

半兵衛麸 フラットエージェンシー

クレバー

丸二

知恵ビジネスに関するお問合せ

深い味わいと香りが魅力の樽熟成酒
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知恵ビジネスプランコンテスト
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に

認 定認 定

株式会社クレバー

　壁
紙
や
床
材
な
ど
の
内
装
材
を
扱
い
、
空
間
デ
ザ

イ
ン
の
設
計
・
施
工
を
手
が
け
て
い
る
。
独
自
の
仕

入
れ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
え
、
様
々
な
資
格
と
豊
富

な
経
験
を
持
ち
、
鋭
敏
な
セ
ン
ス
を
磨
き
上
げ
た
ス

タ
ッ
フ
が
、
2
万
種
類
以
上
あ
る
壁
紙
を
顧
客
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
て
自
在
に
組
み
合
わ
せ
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
ユ
ニ
ー
ク
な
空
間
を
創
造
し
て
い
る
。

　今
回
、
こ
れ
ら
の
強
み
を
生
か
し
、
賃
貸
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
の
空
室
問
題
を
解
決
す
る
プ
ラ
ン
が
認
定
さ

れ
た
。近
年
、新
築
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
の
増
加
に
伴
い
、

古
く
な
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
を
リ
フ
ォ
ー
ム
や
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
し
な
け
れ
ば
新
た
な
入
居
に
つ
な
が
り

に
く
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
多
額
な
工
事
費
用

が
か
か
る
こ
と
か
ら
二
の
足
を
踏
む
オ
ー
ナ
ー
も
少

な
く
な
い
。
そ
こ
で
同
社
で
は
、
壁
紙
の
調
達
か
ら

オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
提
案
、
内
装
仕
上
げ
ま
で

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
引
き
受
け
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の

部
屋
を
オ
シ
ャ
レ
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
。
オ
ー
ナ
ー

や
賃
貸
管
理
会
社
に
と
っ
て
は
、
デ
ザ
イ
ン
の
知
識

や
セ
ン
ス
に
自
信
が
な
く
て
も
、
低
コ
ス
ト
で
オ
シ
ャ

レ
な
空
間
づ
く
り
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の

実
績
で
は
、
20
室
あ
っ
た
1
年
以
上
の
空
室
が
、
内

装
に
こ
だ
わ
っ
た
部
屋
に
住
み
た
い
と
い
う
30
代

40
代
女
性
の
入
居
が
次
々
と
決
ま
り
、
2
、3
ヶ
月
で

満
室
と
な
っ
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
オ
ー
ナ
ー
か
ら
は

喜
び
の
声
を
頂
き
、
さ
ら
な
る
リ
ピ
ー
ト
受
注
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
。

　従
来
の
下
請
け
中
心
の
業
務
か
ら
脱
却
し
、
提
案

型
で
顧
客
創
造
を
目
指
す
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
と
言
え

る
。
今
後
は
、「
空
間
の
着
せ
替
え
」
を
楽
し
む
魅
力

を
伝
え
て
い
く
こ
と
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
、

商
業
施
設
や
一
般
住
宅
な
ど
で
も
定
期
的
に
壁
紙
を

変
え
る
新
た
な
需
要
の
創
造
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

わが国では、「壁紙＝白」というイメージが定着しているが、壁紙をインテリアとして楽しむという着眼
点が面白い。資金がかかる改装以外の新たな入居率向上策として、内装にこだわりを持つ女性層に受ける
空間づくりを壁紙で演出するプランで、社会的意義も大きい。

龍谷大学 名誉教授
佐藤 研司

山本 潤三
京都市右京区太秦多藪町14-76
075-861-7434
http://www.atelierbox.net/
内装仕上工事業

代 表 者
所 在 地
T E L
U R L
事業内容

住みたくなる空間創造と入居率向上に貢献する
壁紙コーディネート

株式会社伊と幸

　国
内
に
独
自
の
生
産
背
景
を
持
ち
、「
日
本
の
絹
」

の
最
高
峰
と
し
て
知
ら
れ
る
白
生
地
商
品
を
数
多
く

企
画・提
供
し
て
い
る
。数
年
前
に
は
、こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
和
の
審
美
眼
を
生
か
し
て
、
絹
織
物
を
板
ガ

ラ
ス
の
間
に
挟
ん
で
封
入
し
た「
絹
ガ
ラ
ス
」を
開
発
。

合
わ
せ
ガ
ラ
ス
に
す
る
こ
と
で
、
絹
織
物
は
黄
変
退

色
す
る
こ
と
な
く
、
美
し
さ
を
永
続
的
に
保
つ
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
紫
外
線
透
過
を
カ
ッ
ト
す
る
効

用
や
、
万
一
ガ
ラ
ス
が
割
れ
て
も
飛
散
を
防
ぐ
な
ど

の
機
能
に
加
え
、
ガ
ラ
ス
小
口
の
特
殊
加
工
に
よ
り

湿
気
・
水
の
浸
潤
か
ら
保
護
で
き
る
こ
と
か
ら
、
イ

ン
テ
リ
ア
だ
け
で
な
く
、
建
築
用
内
装
資
材
と
し
て

の
用
途
も
広
が
っ
て
い
る
。

　現
在
、
絹
ガ
ラ
ス
に
は
主
と
し
て
、
他
産
地
の
生

地
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
京
都
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド

で
あ
る
丹
後
の
織
物
の
使
用
に
向
け
て
、
建
築
・
内

装
用
資
材
の
規
格
幅
に
合
わ
せ
た
織
機
を
導
入
し
、

製
織
を
試
み
て
い
く
。
従
来
の
織
り
や
刺
繍
中
心
の

生
地
だ
け
で
な
く
、
丹
後
で
織
り
出
す
絽
や
紗
と
よ

ば
れ
る
独
特
の
透
か
し
目
に
、
和
装
用
引
き
染
め
技

法
を
融
合
し
た
「
絹
ガ
ラ
ス
」
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に

加
え
る
こ
と
で
、
よ
り
魅
力
の
あ
る
提
案
を
目
指
す
。

　今
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
伴
う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

が
拡
大
し
、
ホ
テ
ル
や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
が
ど
ん
ど
ん
建
設
さ
れ
て
い
る
。
和
の
文
化

を
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
に
演
出
す
る
絹
ガ
ラ
ス
は
、
様
々

な
物
件
の
個
性
を
輝
か
せ
る
資
材
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
く
だ
ろ
う
。
ま
た
、
同
社
の
取
り
組
み
が
広
く

展
開
し
て
い
く
こ
と
で
、
丹
後
の
織
物
産
地
の
魅
力

が
見
直
さ
れ
、
新
た
な
用
途
開
発
に
よ
っ
て
、
地
域

活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
期
待
さ
れ
る
。

商品の独自性が高く、大きなポテンシャルを持っている。さらなる市場拡大を目指すための課題の洗い出
し、解決のための方策の検討など、他社と連携を図ることでそれらを解決したプランとなっている。建材
という多種多様な素材の中で、差別化された商品を生み出し続けるプロデュース力に期待ができる。

龍谷大学 名誉教授
佐藤 研司

北川 幸
京都市中京区御池通室町東入竜池町448-2
075-254-5884
http://www.kimono-itoko.co.jp/
絹・人絹織物製造卸売業

代 表 者
所 在 地
T E L
U R L
事業内容

絹ガラスの製品ラインアップの
充実による本格展開

絹織物の和の意匠が美しい「絹ガラス」壁紙を自在に組み合わせて独創空間を演出
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知恵ビジネス
に

認 定認 定
知恵ビジネス

に

認 定認 定

株式会社クレバー

　壁
紙
や
床
材
な
ど
の
内
装
材
を
扱
い
、
空
間
デ
ザ

イ
ン
の
提
案
・
施
工
を
手
が
け
て
い
る
。
独
自
の
仕

入
れ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
格
と

豊
富
な
経
験
を
持
ち
、
鋭
敏
な
セ
ン
ス
を
磨
き
上
げ

た
ス
タ
ッ
フ
が
、
2
万
種
類
以
上
あ
る
壁
紙
を
顧
客

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
自
在
に
組
み
合
わ
せ
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
空
間
を
創
造
し
て
い
る
。

　今
回
、
こ
れ
ら
の
強
み
を
生
か
し
、
賃
貸
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
の
空
室
問
題
を
解
決
す
る
プ
ラ
ン
が
認
定
さ

れ
た
。近
年
、新
築
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
の
増
加
に
伴
い
、

古
く
な
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
を
リ
フ
ォ
ー
ム
や
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
し
な
け
れ
ば
新
た
な
入
居
に
つ
な
が
り

に
く
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
多
額
な
工
事
費
用

が
か
か
る
こ
と
か
ら
二
の
足
を
踏
む
オ
ー
ナ
ー
も
少

な
く
な
い
。
そ
こ
で
同
社
で
は
、
壁
紙
の
調
達
か
ら

オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
提
案
、
内
装
仕
上
げ
ま
で

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
引
き
受
け
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の

部
屋
を
オ
シ
ャ
レ
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
。
オ
ー
ナ
ー

や
賃
貸
管
理
会
社
に
と
っ
て
は
、
デ
ザ
イ
ン
の
知
識

や
セ
ン
ス
に
自
信
が
な
く
て
も
、
低
コ
ス
ト
で
オ
シ
ャ

レ
な
空
間
づ
く
り
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の

実
績
で
は
、
20
室
あ
っ
た
1
年
以
上
の
空
室
が
、
内

装
に
こ
だ
わ
っ
た
部
屋
に
住
み
た
い
と
い
う
30
代

40
代
女
性
の
入
居
が
次
々
と
決
ま
り
、
2
、3
ヶ
月
で

満
室
と
な
っ
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
オ
ー
ナ
ー
か
ら
は

喜
び
の
声
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
な
る
リ
ピ
ー
ト
受
注

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　従
来
の
下
請
け
中
心
の
業
務
か
ら
脱
却
し
、
提
案

型
で
顧
客
創
造
を
目
指
す
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
と
言
え

る
。
今
後
は
、「
空
間
の
着
せ
替
え
」
を
楽
し
む
魅
力

を
伝
え
て
い
く
こ
と
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
、

商
業
施
設
や
一
般
住
宅
な
ど
で
も
定
期
的
に
壁
紙
を

変
え
る
新
た
な
需
要
の
創
造
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

わが国では、「壁紙＝白」というイメージが定着しているが、壁紙をインテリアとして楽しむという着眼
点が面白い。資金がかかる改装以外の新たな入居率向上策として、内装にこだわりを持つ女性層に受ける
空間づくりを壁紙で演出するプランで、社会的意義も大きい。

龍谷大学 名誉教授
佐藤 研司

山本 潤三
京都市右京区太秦多藪町14-76
075-861-7434
http://www.atelierbox.net/
内装仕上工事業

代 表 者
所 在 地
T E L
U R L
事業内容

住みたくなる空間創造と入居率向上に貢献する
壁紙コーディネート

株式会社伊と幸

　国
内
に
独
自
の
生
産
背
景
を
持
ち
、「
日
本
の
絹
」

の
最
高
峰
と
し
て
知
ら
れ
る
白
生
地
商
品
を
数
多
く

企
画・提
供
し
て
い
る
。数
年
前
に
は
、こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
和
の
審
美
眼
を
生
か
し
て
、
絹
織
物
を
板
ガ

ラ
ス
の
間
に
挟
ん
で
封
入
し
た「
絹
ガ
ラ
ス
」を
開
発
。

合
わ
せ
ガ
ラ
ス
に
す
る
こ
と
で
、
絹
織
物
は
黄
変
退

色
す
る
こ
と
な
く
、
美
し
さ
を
永
続
的
に
保
つ
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
紫
外
線
透
過
を
カ
ッ
ト
す
る
効

用
や
、
万
一
ガ
ラ
ス
が
割
れ
て
も
飛
散
を
防
ぐ
な
ど

の
機
能
に
加
え
、
ガ
ラ
ス
小
口
の
特
殊
加
工
に
よ
り

湿
気
・
水
の
浸
潤
か
ら
保
護
で
き
る
こ
と
か
ら
、
イ

ン
テ
リ
ア
だ
け
で
な
く
、
建
築
用
内
装
資
材
と
し
て

の
用
途
も
広
が
っ
て
い
る
。

　現
在
、
絹
ガ
ラ
ス
に
は
主
と
し
て
、
他
産
地
の
生

地
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
京
都
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド

で
あ
る
丹
後
の
織
物
の
使
用
に
向
け
て
、
建
築
・
内

装
用
資
材
の
規
格
幅
に
合
わ
せ
た
織
機
を
導
入
し
、

製
織
を
試
み
て
い
く
。
従
来
の
織
り
や
刺
繍
中
心
の

生
地
だ
け
で
な
く
、
丹
後
で
織
り
出
す
絽
や
紗
と
よ

ば
れ
る
独
特
の
透
か
し
目
に
、
和
装
用
引
き
染
め
技

法
を
融
合
し
た
「
絹
ガ
ラ
ス
」
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に

加
え
る
こ
と
で
、
よ
り
魅
力
の
あ
る
提
案
を
目
指
す
。

　今
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
伴
う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

が
拡
大
し
、
ホ
テ
ル
や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
が
ど
ん
ど
ん
建
設
さ
れ
て
い
る
。
和
の
文
化

を
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
に
演
出
す
る
絹
ガ
ラ
ス
は
、
様
々

な
物
件
の
個
性
を
輝
か
せ
る
資
材
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
く
だ
ろ
う
。
ま
た
、
同
社
の
取
り
組
み
が
広
く

展
開
し
て
い
く
こ
と
で
、
丹
後
の
織
物
産
地
の
魅
力

が
見
直
さ
れ
、
新
た
な
用
途
開
発
に
よ
っ
て
、
地
域

活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
期
待
さ
れ
る
。

商品の独自性が高く、大きなポテンシャルを持っている。さらなる市場拡大を目指すための課題の洗い出
し、解決のための方策の検討など、他社と連携を図ることでそれらを解決したプランとなっている。建材
という多種多様な素材の中で、差別化された商品を生み出し続けるプロデュース力に期待ができる。

龍谷大学 名誉教授
佐藤 研司

北川 幸
京都市中京区御池通室町東入竜池町448-2
075-254-5884
http://www.kimono-itoko.co.jp/
絹・人絹織物製造卸売業

代 表 者
所 在 地
T E L
U R L
事業内容

絹ガラスの製品ラインアップの
充実による本格展開

絹織物の和の意匠が美しい「絹ガラス」壁紙を自在に組み合わせて独創空間を演出

2017.3・407
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知恵ビジネス
に

認 定認 定
知恵ビジネス

に

認 定認 定

株式会社フラットエージェンシー

　学
生
や
社
会
人
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
向
け
賃
貸
物
件

の
仲
介
・
管
理
を
中
心
に
、
住
宅
の
建
築
・
リ
フ
ォ
ー

ム
、
京
町
家
の
再
生
、
旅
館
の
運
営
な
ど
、
不
動
産

に
関
わ
る
総
合
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　現
在
、
京
都
市
内
に
は
老
朽
化
し
、
空
き
家
に
な
っ

た
町
家
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
反
面
、
町
家
ブ
ー

ム
に
乗
っ
て
貸
し
出
し
を
希
望
す
る
オ
ー
ナ
ー
も
増

え
て
い
る
。
し
か
し
、
不
動
産
の
所
有
権
が
分
散
・

複
雑
化
し
て
、
改
修
し
た
く
て
も
金
融
機
関
か
ら
融

資
が
受
け
ら
れ
な
い
、
あ
る
い
は
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て

も
、
安
定
し
た
収
益
が
見
込
め
る
か
ど
う
か
不
安
だ

と
い
う
オ
ー
ナ
ー
が
多
く
、
放
置
や
取
り
壊
す
ケ
ー

ス
も
少
な
く
な
い
。

　こ
う
し
た
課
題
に
つ
い
て
、
同
社
は
町
家
を
長
期

間
借
り
上
げ
、
改
修
工
事
に
必
要
な
費
用
を
家
賃
と

し
て
一
括
前
払
い
す
る
こ
と
で
解
決
す
る
。
同
社
は

そ
の
費
用
を
も
と
に
改
修
工
事
を
請
け
負
い
、
京
町

家
の
風
情
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
た
賃
貸
テ
ナ
ン
ト
や
、

旅
館
な
ど
の
運
営
に
取
り
組
む
こ
と
で
収
益
を
上
げ

て
い
く
。
し
か
も
、
オ
ー
ナ
ー
に
は
毎
月
、
工
事
代

に
応
じ
て
定
額
の
家
賃
を
契
約
満
了
ま
で
受
け
取
れ

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
2
0
0
件
を
超
え
る
京

町
家
の
再
生
実
績
に
加
え
、
賃
貸
物
件
の
取
り
扱
い

で
培
っ
て
き
た
仲
介
ノ
ウ
ハ
ウ
や
繁
盛
店
づ
く
り
の

ノ
ウ
ハ
ウ
、
金
融
知
識
な
ど
を
フ
ル
に
生
か
し
た
取

り
組
み
で
、
オ
ー
ナ
ー
か
ら
の
期
待
も
大
き
い
。

　空
き
家
と
な
っ
た
町
家
を
低
リ
ス
ク
で
保
存
・
再

生
で
き
る
仕
組
み
が
整
え
ば
、
街
の
景
観
が
保
た
れ
、

地
域
の
賑
わ
い
創
出
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。
本
プ

ラ
ン
は
、
京
町
家
の
新
た
な
価
値
を
提
案
す
る
も
の

で
、
オ
ー
ナ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
入
居
事
業
者
、
地
域

社
会
、
そ
し
て
同
社
に
と
っ
て
、
三
方
良
し
を
超
え

る
「
四
方
良
し
」
の
事
業
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

空き家となっている町家の活用のためには、何らかの仕掛けが必要となる。資産活用を考えるオーナー、
テナントを求める事業者、不動産収入を得る同社のほか、町家の活用には地域住民の一定の理解も必要で
ある。そのポイントをすべて押さえたビジネスモデルで、今後の事業展開に期待できる。

龍谷大学 名誉教授
佐藤 研司

吉田 創一
京都市北区紫野西御所田町9-1
075-431-0669
http://flat-a.co.jp/
不動産業、建設業

代 表 者
所 在 地
T E L
U R L
事業内容

新たな京町家再生スキームによる
地域活性化への取り組み

株式会社半兵衛麸

　創
業
し
て
3
0
0
年
余
り
、
水
と
素
材
と
技
に
こ

だ
わ
っ
た
生
麸
や
焼
麸
、
細
工
麸
、
ゆ
ば
な
ど
、
伝

統
の
味
を
作
り
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
町
家
の
風
情

あ
ふ
れ
る
本
社
で
は
、
麸
を
素
材
に
使
っ
た
創
作
料

理
や
レ
シ
ピ
を
提
供
し
て
、
京
都
の
食
文
化
の
発
信

に
も
力
を
注
い
で
い
る
。

　今
回
、
麸
づ
く
り
の
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
、
そ
し
て

接
客
販
売
を
通
じ
て
蓄
積
し
て
き
た
お
客
様
の
声
な

ど
を
基
に
立
ち
上
げ
た
新
ブ
ラ
ン
ド
「
ふ
ふ
ふ
あ
ん
」

の
プ
ラ
ン
が
認
定
さ
れ
た
。
和
食
を
食
べ
る
機
会
が

少
な
く
な
っ
た
若
年
層
を
中
心
に
、
麸
は
馴
染
み
の

薄
い
食
材
に
な
り
つ
つ
あ
る
中
、
若
者
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
麸
の
新
た
な
魅
力
を
提
案
す
る
。

　麸
の
ス
イ
ー
ツ
の
ほ
か
、
素
材
に
チ
ー
ズ
や
バ
ジ

ル
を
練
り
込
み
、
ク
ル
ト
ン
の
よ
う
に
ス
ー
プ
や
サ

ラ
ダ
に
添
え
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
新
感
覚
の

「
ス
ー
プ
de
お
麸
」
な
ど
を
用
意
。
い
つ
も
慣
れ
親
し

ん
で
い
る
食
べ
物
に
、
こ
れ
ら
の
商
品
を
プ
ラ
ス
す

る
こ
と
で
、新
た
な
味
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。「
こ

れ
っ
て
実
は
麸
だ
っ
た
ん
だ
」
と
い
う
新
鮮
な
驚
き

と
と
も
に
、
和
食
に
あ
ま
り
関
心
の
な
か
っ
た
若
者

や
、
仕
事
が
忙
し
く
て
ゆ
っ
く
り
食
事
が
と
れ
な
い

と
い
う
人
た
ち
に
も
、
麸
を
気
軽
に
使
っ
て
も
ら
う

き
っ
か
け
を
提
供
す
る
。

　「ふ
ふ
ふ
あ
ん
」
ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
は
、
今
春
オ
ー

プ
ン
の
東
京
銀
座
の
大
型
複
合
施
設
内
で
も
販
売
す

る
。
京
都
ら
し
さ
に
加
え
、
付
加
価
値
の
高
い
商
品

を
求
め
る
百
貨
店
、
ホ
テ
ル
、
ギ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
へ
の
販
路
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
。
新
ブ
ラ
ン
ド
の

取
り
組
み
を
通
し
て
、
京
都
の
食
文
化
の
さ
ら
な
る

発
展
と
伝
承
を
目
指
す
。

ものづくりの技術を生かしつつ、新たなコンセプトに沿った商品ラインを開発することで、麸に関心の薄い
方や、麸の入る料理が難しいと思っている方への新たなアプローチ方法である。次世代に京麸の文化を伝え
ていくと同時に、若手社員に活躍の場を提供することで人材育成にも役立つ革新的な取り組みである。

龍谷大学 名誉教授
佐藤 研司

玉置 万美
京都市東山区問屋町通五条下ル二丁目上人町433
075-341-2828
http://hanbey.co.jp/
京麸の製造販売業

代 表 者
所 在 地
T E L
U R L
事業内容

新ブランド「ふふふあん」展開での
新しいお麸の提案

麸の新しい魅力を提案する「スープ de お麸」テナントや旅館として京町家を再生・活用
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知恵ビジネス
に

認 定認 定
知恵ビジネス

に

認 定認 定

株式会社フラットエージェンシー

　学
生
や
社
会
人
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
向
け
賃
貸
物
件

の
仲
介
・
管
理
を
中
心
に
、
住
宅
の
建
築
・
リ
フ
ォ
ー

ム
、
京
町
家
の
再
生
、
旅
館
の
運
営
な
ど
、
不
動
産

に
関
わ
る
総
合
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　現
在
、
京
都
市
内
に
は
老
朽
化
し
、
空
き
家
に
な
っ

た
町
家
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
反
面
、
町
家
ブ
ー

ム
に
乗
っ
て
貸
し
出
し
を
希
望
す
る
オ
ー
ナ
ー
も
増

え
て
い
る
。
し
か
し
、
不
動
産
の
所
有
権
が
分
散
・

複
雑
化
し
て
、
改
修
し
た
く
て
も
金
融
機
関
か
ら
融

資
が
受
け
ら
れ
な
い
、
あ
る
い
は
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て

も
、
安
定
し
た
収
益
が
見
込
め
る
か
ど
う
か
不
安
だ

と
い
う
オ
ー
ナ
ー
が
多
く
、
放
置
や
取
り
壊
す
ケ
ー

ス
も
少
な
く
な
い
。

　こ
う
し
た
課
題
に
つ
い
て
、
同
社
が
町
家
を
長
期

間
借
り
上
げ
、
改
修
工
事
に
必
要
な
費
用
を
家
賃
と

し
て
一
括
前
払
い
す
る
こ
と
で
解
決
す
る
。
同
社
は

そ
の
費
用
を
も
と
に
改
修
工
事
を
請
け
負
い
、
京
町

家
の
風
情
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
た
賃
貸
テ
ナ
ン
ト
や
、

旅
館
な
ど
の
運
営
に
取
り
組
む
こ
と
で
収
益
を
上
げ

て
い
く
。
し
か
も
、
オ
ー
ナ
ー
に
は
毎
月
、
工
事
代

に
応
じ
て
定
額
の
家
賃
を
契
約
満
了
ま
で
受
け
取
れ

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
2
0
0
件
を
超
え
る
京

町
家
の
再
生
実
績
に
加
え
、
賃
貸
物
件
の
取
り
扱
い

で
培
っ
て
き
た
仲
介
ノ
ウ
ハ
ウ
や
繁
盛
店
づ
く
り
の

ノ
ウ
ハ
ウ
、
金
融
知
識
な
ど
を
フ
ル
に
生
か
し
た
取

り
組
み
で
、
オ
ー
ナ
ー
か
ら
の
期
待
も
大
き
い
。

　空
き
家
と
な
っ
た
町
家
を
低
リ
ス
ク
で
保
存
・
再

生
で
き
る
仕
組
み
が
整
え
ば
、
街
の
景
観
が
保
た
れ
、

地
域
の
賑
わ
い
創
出
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。
本
プ

ラ
ン
は
、
京
町
家
の
新
た
な
価
値
を
提
案
す
る
も
の

で
、
オ
ー
ナ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
入
居
事
業
者
、
地
域

社
会
、
そ
し
て
同
社
に
と
っ
て
、
三
方
良
し
を
超
え

る
「
四
方
良
し
」
の
事
業
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

空き家となっている町家の活用のためには、何らかの仕掛けが必要となる。資産活用を考えるオーナー、
テナントを求める事業者、不動産収入を得る同社のほか、町家の活用には地域住民の一定の理解も必要で
ある。そのポイントをすべて押さえたビジネスモデルで、今後の事業展開に期待できる。

龍谷大学 名誉教授
佐藤 研司

吉田 創一
京都市北区紫野西御所田町9-1
075-431-0669
http://flat-a.co.jp/
不動産業、建設業

代 表 者
所 在 地
T E L
U R L
事業内容

新たな京町家再生スキームによる
地域活性化への取り組み

株式会社半兵衛麸

　創
業
し
て
3
0
0
年
余
り
、
水
と
素
材
と
技
に
こ

だ
わ
っ
た
生
麸
や
焼
麸
、
細
工
麸
、
ゆ
ば
な
ど
、
伝

統
の
味
を
作
り
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
町
家
の
風
情

あ
ふ
れ
る
本
社
で
は
、
麸
を
素
材
に
使
っ
た
創
作
料

理
や
レ
シ
ピ
を
提
供
し
て
、
京
都
の
食
文
化
の
発
信

に
も
力
を
注
い
で
い
る
。

　今
回
、
麸
づ
く
り
の
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
、
そ
し
て

接
客
販
売
を
通
じ
て
蓄
積
し
て
き
た
お
客
様
の
声
な

ど
を
基
に
立
ち
上
げ
た
新
ブ
ラ
ン
ド
「
ふ
ふ
ふ
あ
ん
」

の
プ
ラ
ン
が
認
定
さ
れ
た
。
和
食
を
食
べ
る
機
会
が

少
な
く
な
っ
た
若
年
層
を
中
心
に
、
麸
は
馴
染
み
の

薄
い
食
材
に
な
り
つ
つ
あ
る
中
、
若
者
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
麸
の
新
た
な
魅
力
を
提
案
す
る
。

　麸
の
ス
イ
ー
ツ
の
ほ
か
、
素
材
に
チ
ー
ズ
や
バ
ジ

ル
を
練
り
込
み
、
ク
ル
ト
ン
の
よ
う
に
ス
ー
プ
や
サ

ラ
ダ
に
添
え
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
新
感
覚
の

「
ス
ー
プ
de
お
麸
」
な
ど
を
用
意
。
い
つ
も
慣
れ
親
し

ん
で
い
る
食
べ
物
に
、
こ
れ
ら
の
商
品
を
プ
ラ
ス
す

る
こ
と
で
、新
た
な
味
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。「
こ

れ
っ
て
実
は
麸
だ
っ
た
ん
だ
」
と
い
う
新
鮮
な
驚
き

と
と
も
に
、
和
食
に
あ
ま
り
関
心
の
な
か
っ
た
若
者

や
、
仕
事
が
忙
し
く
て
ゆ
っ
く
り
食
事
が
と
れ
な
い

と
い
う
人
た
ち
に
も
、
麸
を
気
軽
に
使
っ
て
も
ら
う

き
っ
か
け
を
提
供
す
る
。

　「ふ
ふ
ふ
あ
ん
」
ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
は
、
今
春
オ
ー

プ
ン
の
東
京
銀
座
の
大
型
複
合
施
設
内
で
も
販
売
す

る
。
京
都
ら
し
さ
に
加
え
、
付
加
価
値
の
高
い
商
品

を
求
め
る
百
貨
店
、
ホ
テ
ル
、
ギ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
へ
の
販
路
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
。
新
ブ
ラ
ン
ド
の

取
り
組
み
を
通
し
て
、
京
都
の
食
文
化
の
さ
ら
な
る

発
展
と
伝
承
を
目
指
す
。

ものづくりの技術を生かしつつ、新たなコンセプトに沿った商品ラインを開発することで、麸に関心の薄い
方や、麸の入る料理が難しいと思っている方への新たなアプローチ方法である。次世代に京麸の文化を伝え
ていくと同時に、若手社員に活躍の場を提供することで人材育成にも役立つ革新的な取り組みである。

龍谷大学 名誉教授
佐藤 研司

玉置 万美
京都市東山区問屋町通五条下ル二丁目上人町433
075-341-2828
http://hanbey.co.jp/
京麸の製造販売業

代 表 者
所 在 地
T E L
U R L
事業内容

新ブランド「ふふふあん」展開での
新しいお麸の提案

麸の新しい魅力を提案する「スープ de お麸」テナントや旅館として京町家を再生・活用

2017.3・409
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知恵ビジネス
に

認 定認 定

株式会社丸二

　寺
社
や
茶
室
、
和
室
の
襖
紙
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
京
か
ら
か
み
な
ど
の
内
装
材
を
扱
っ
て
い
る
。

古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
3
0
0
枚
余
り
の
京

か
ら
か
み
の
版
木
を
活
用
し
、
そ
の
素
材
感
や
風
合

い
を
生
か
し
た
壁
紙
、
イ
ン
テ
リ
ア
商
材
を
開
発
。

非
日
常
的
な
空
間
を
演
出
で
き
る
建
材
と
し
て
、
多

く
の
ホ
テ
ル
や
商
業
施
設
な
ど
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　一
方
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
洋
風
化
し
、
和
室
離

れ
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
京
か
ら
か
み
の
こ
と

を
知
ら
な
い
、
ど
う
や
っ
て
使
っ
て
い
い
か
分
か
ら

な
い…

と
い
う
設
計
事
務
所
や
施
主
が
増
え
て
き
て

い
る
。
京
か
ら
か
み
を
売
り
込
む
新
た
な
営
業
ア
プ

ロ
ー
チ
と
用
途
開
発
が
求
め
ら
れ
る
中
、
同
社
は
京

か
ら
か
み
を
「
知
る
」「
体
験
す
る
」「
楽
し
む
」
複
合

拠
点
を
本
社
に
開
設
し
、
そ
の
魅
力
を
広
く
発
信
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
が
認
定
さ
れ
た
。
本
社
と
離
れ

て
い
た
製
造
現
場
を
一
体
化
さ
せ
る
ほ
か
、
本
物
の

版
木
を
使
っ
て
京
か
ら
か
み
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
や
屏

風
な
ど
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
体
験
教
室
、
ま
た
襖

紙
や
壁
紙
、
イ
ン
テ
リ
ア
な
ど
様
々
な
京
か
ら
か
み

の
展
示
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
行
う
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
、
京
か
ら
か
み
で
製
作
し
た
イ
ン
テ
リ
ア
な

ど
現
代
的
な
プ
ロ
ダ
ク
ト
商
品
が
揃
う
ギ
フ
ト

シ
ョ
ッ
プ
等
を
一
ヶ
所
に
集
約
し
、
京
か
ら
か
み
の

魅
力
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
味
わ
え
る
よ
う
に
す
る
。

　今
ま
で
、
外
か
ら
は
見
え
に
く
か
っ
た
伝
統
技
術

を
オ
ー
プ
ン
に
す
る
こ
と
で
、
観
光
客
を
は
じ
め
、

将
来
の
施
主
と
な
る
消
費
者
の
需
要
を
掘
り
起
こ
す

と
と
も
に
、
京
か
ら
か
み
を
使
う
側
で
あ
る
デ
ザ
イ

ナ
ー
や
設
計
士
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
げ

る
。
素
材
か
ら
プ
ロ
ダ
ク
ト
ま
で
、
お
客
様
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
で
、
B 

to 

C
と
B 

to

B
、
双
方
の
受
注
拡
大
を
狙
う
。

一般の消費者にとってあまりなじみのない京からかみを、より身近に感じてもらう場を提供することで将来
の市場拡大を図る取り組みである。同時に、京からかみのことを知らない設計士やデザイナーにも素材感や
新たな用途を提案できる場として活用するもので、取り込めていない客層の掘り起しにも期待できる。

龍谷大学 名誉教授
佐藤 研司

西村 和紀
京都市下京区高辻通堺町東入泉正寺町462
075-361-1321
http://www.maruni-kyoto.co.jp/
内装材料卸、京からかみ製造販売

代 表 者
所 在 地
T E L
U R L
事業内容

京からかみ体感ラボ開設による
観光需要の取り込みとＢtoＢ受注率向上

京からかみの素材感をインテリア商材に　男性社会のイメージが強い建設業界。公成建設株
式会社の絹川雅則社長自身、「工事部は男性の職場」
という思い込みがあったという。縁あって現場技術
職の女性第１号となった筧瑛子さんの働きぶりは、
そんな固定観念を覆すものだった。現場では、誰よ
りも積極的に職人さんから技術を教わるなど、とに
かく勉強熱心。「その姿勢が現場の雰囲気を変え、仕
事のレベルまで上がったと現場所長から報告を受け
た時は、本当に嬉しかったですね」と絹川社長は誇
らしげに話す。筧さんは「どうしても力仕事の面な
どで、男性と同じようにできない自分がもどかしかっ
たんです」と話す様子からも芯の強さが溢れ出てい
る。男性に劣る部分は知識や資格でカバーしようと
努力を重ね、一級建築士の資格も取得。その人一倍
の努力が実り、今では周囲から一目置かれる存在に
なった。筧さんの４年後に入社した木上佳奈恵さん
も、「目標とする先輩がいてくださるのは幸せです」
と、その後ろ姿を追いつつ着実に経験を重ねている。

　産休や育休など必要に応じた女性の労働環境の整
備にあたっては、事務職の女性が中心となって道を
開いてきた実績がある。実は筧さんも、この４月か
ら技術職では初の産休・育休を取得予定。「先輩たちが
つくってくださった産休マニュアルもあって、安心
です」と微笑む。妊娠中の今も現場に出向く筧さん
のため、現場所長が率先して休憩室を設けるなどサ
ポート体制が整えられた。「優秀な人材に少しでも長
く働き続けてほしいのが会社の本音。でも、結婚、
出産など、それぞれのライフステージで本人が一番
大切とすることを応援すべきだと思っています。また、
男女にかかわらず休職がやむを得ないこともありま
す。どんな形であれ、戻りたい時に戻ってこられる
よう、復職プログラムにも力を入れ始めています」
と絹川社長。一人ひとりの生き方に寄り添う姿勢が、
「心を建てる」という社是そのままに、あたたかな心
のかよう社風を構築している。

建設現場への女性登用が周囲にも高評価
出産後も不安のない現場復帰をサポート

代表取締役の絹川さん（右）と筧さん（中央）、木上さん（左） 毎年、公成建設が施工している鳥人間コンテストの滑走路

公成建設株式会社
代 表 者／絹川 雅則
住　　所／京都市下京区五条通西洞院西入
　　　　　小柳町518
TEL ／ 075-365-8300
URL ／ http://kohsei.heteml.jp/
事業内容／総合建設業

従業員／127名（役員含む）
　　　　うち女性7名（事務系5名・工事部2名）

公成建設12
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